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仮定する.次 に叫G]を用いて､ 1粒子 Green関数 G と応答関数 を自己無撞着 に解 く0本
研究では､elG]として､ 2通 りの選び方 をする｡
(A)すべての particle-particle散乱過程 を取 り入れる ;
(B)すべての particle-hole散乱過程 を取 り入れる｡
(A)および(B)の寄与を両方 とも取 り入れた計算は､ゆらぎ交換近似 (fhctuation-exchange
approximation)と呼ばれている 【3】｡以下では､簡単のため (A)による近似 を particle-
particle型理論､(B)による近似 をpaticle-hole型理論 と呼ぶ ことにする｡(ただ し､我 々
の計算では簡単のため､帯 磁 率 の 計算 において Aslamasov-Larkin型のダイアグラム 【41を
省略した｡)
次にスピンゆらぎを媒 介 と す る準 粒 子間有効相互作用を示す｡(1)静的近似 (2)波
動関数くり込み因子の 省 略 ( 3 ) vertex補正の省略､以上を行なうとRPAに基づくパラ
マグノン理論による表 式 と 形 式 的 に は同一の式が得られる｡
Cooperchannelの準 粒 子 間 有 効 相 互作用をvt(k,k')(tripletchannel)､vs(k,kt)(singlet
channel)とすると ,
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